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町の出来事、
話題をお届けします。

スクールバンドフェスティバル

　静内高等学校、静内中学校、三石中学校の主催による『第

11回新ひだかスクールバンドフェスティバル』が町公民館で

開かれ、約100人が来場しました。

　各学校の吹奏楽部による単独演奏のほか、総勢45人の生徒

による合同演奏では「Get It On ～黒い炎～」や「宝島」など

が披露され、明るく軽快な演奏に、会場からはたくさんの拍

手が送られました。

２/３

　町教育委員会主催の『こども豆まき会』が町図書館本館で

開かれ、親子連れなど136人が参加しました。

　世界各国の鬼が出てくる絵本の紹介や読み聞かせ、幼児

児童向けの手遊びが行われ、最後には２体の鬼が登場。

　会場では鬼におびえる子どもや、「鬼は外！福は内！」と勇

敢に豆を投げつける子どもたちが駆け回り、親子で季節行事

を楽しみました。

こども豆まき会 ２/２

　米田ミドリさんが１月18日に白寿を迎え、大野町長から祝

い状、町社会福祉協議会・土田副会長から記念品が贈られま

した。

　米田さんは新冠町で生まれ、昭和18年に廣志さんと結婚。

５人の子どもに恵まれ、現在は孫が９人、ひ孫が５人います。

　家族の方は「こんなにお祝いしてもらえるとは思いません

でした。皆さんに良くしてもらいありがたい」と話しました。

米田ミドリさん白寿 １/18

新春席書大会 １/14

　日本習字全日高書友会（大沢忠雄会長）主催の『新春席書

大会』が町公民館で開かれ、小中学生151人が参加しました。

　参加者は、書き初め課題の「ともだち」（小学１年）、「初雪

の遠山」（中学１年）など、制限時間20分以内に一筆一筆集中

して書き上げた自信作を提出。大勢の保護者が見守るなか、

児童生徒たちは真剣な表情で、新年への思いを込め筆を動か

しました。

【お詫びと訂正】～広報新ひだか２月号に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

　［訂正箇所］　10ページ「高齢者の歯のコンクール 優秀賞 受賞」記事内

（正）秋田ヨリノさん（静内川合）　（誤）秋田ヨリノさん（静内中野町）

　今回の掲載誤りについて、深くお詫びを申し上げますとともに、今後は掲載内容について、充分注意してまいります。

㈱出口組へ感謝状贈呈

　１月12日に町内で発生した火災現場において、人力では撤

去困難な屋根を移動式クレーンで撤去し、消火活動に貢献し

た㈱出口組（出口直沖代表取締役）に対し、日高中部消防組

合の大野管理者から感謝状が贈呈されました。

　昨年10月に締結した『災害時における協力に関する協定』

により、同組合から協力要請を受けて出動。交通量の多い道

路沿いで、火災による被害を最小限に食い止めました。

２/７

　鍋田玉喜さんが２月６日に白寿を迎え、大野町長から祝い状、

町社会福祉協議会・木村会長から記念品が贈られました。

　鍋田さんは静内農屋で生まれ、十
ト ク

九さんと結婚。２人の子

どもに恵まれ、現在は孫が３人います。

　家族の方は「親族の中でも一番の長寿で驚いています。

100歳を目指してこれからも元気に頑張ってほしい」と話しま

した。

鍋田 玉喜さん白寿 ２/７

　町教育委員会主催の『第13回新ひだか町ソフトバレーフェ

スタ』が三石スポーツセンターで開かれ、町内から25チーム

152人が参加しました。

　「小学生の部」に12チーム、中学生以上の男女で構成する「混

成の部」に13チームが出場し、熱戦を繰り広げました。

　試合の結果、小学生の部では「ＷＩＮＮＥＲＳ A」が、混

成の部では「Apple①」が優勝しました。

ソフトバレーフェスタ ２/10

　町教育委員会による『少年・少女スケート教室』が静内川

右岸、三石本桐のスケートリンクで開かれ、町内の小学生54

人が参加しました。

　この教室は、冬期間の体力づくりやスケートの正しい技術

を身につけることなどを目的に、全５回の日程で行われ、参

加した児童は「スケートは得意ではなかったけれど、転ぶ回

数も減って、速く滑れるようになりました」と笑顔で話しました。

少年・少女スケート教室 １/15
～30

交通栄誉章緑十字金章・銀章受章 １/23

　長年にわたり交通安全に尽力された功労者などに授与され

る、交通栄誉章の緑十字金章を石垣勝英さんが、同銀章を岡

﨑猛さんと澤谷貫一さんが受章しました。

　静内警察署で行われた受章報告会では、岩崎署長から表彰

状と勲章が手渡され、受賞者の奥さまにも感謝状が贈られました。

　金章受章の石垣さんは「地域の方々や家族など、みんなに

支えられてここまで来られました」と感謝の言葉を述べました。

中村 敬さん 北海道産業貢献賞受賞 １/31

　『平成30年度北海道産業貢献賞』の伝達式が役場静内庁舎

で行われ、水産業関係功労者として、ひだか漁業協同組合専

務理事の中村敬さんに、松浦日高振興局長から表彰状と記念

品が手渡されました。

　中村さんはウニの資源増大や、「春立ブリ」、「三石ブリ」の

消費拡大などに尽力され、地域水産業の振興・発展に貢献さ

れました。「地域の漁業者と一緒に活動してきました。これか

らも微力ながら地元の産業発展に努めていきたい」と話しました。




